
「伝統建築工匠の技」が、

ユネスコ無形文化遺産に

登録されました！
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　日本古来の書画はぜい弱な紙や絹を主材料と

したものが多いため、いずれも紙や糊によって

補強（＝裏打ち）した「表具」の形態に仕立て

られて伝わっています。これらは 50 ～ 100 年

を周期とした打替が必要なため、表具の修理技

術＝装潢修理技術の継承もまた、美術品・建造

物の保存には欠かせないものとなっています。
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More info　

（一財）全国伝統建具技術保存会

More info　

（一社）国宝修理装潢師連盟

　http://www.kokuhoshuri.or.jp/index.html

　建具製作は大工仕事に比べて一つ一つのパー

ツがとても細かいため、0.1mm 単位のズレすら

許容しがたい、とても繊細な作業が必要となり

ます。また隠れるところが無いため仕事に逃げ

場が無く、わずかな狂いやキズも許されない、

極めて細かい神経と高度な技術、それに豊富な

経験が必要となります。特に数寄屋建具の場合

扱う材料も多種多様で、幅広い知識と経験も求

められます。
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解体した瓦 棟瓦復旧作業（臨春閣玄関棟）

　日本が世界に誇る伝統木造建築物、それを守り伝える技術である「伝統建築工匠の技：木造建造物

を受け継ぐための伝統技術」が、2020 年 12 月にユネスコ無形文化遺産へ登録されました！　日本の

伝統木造建築物を守り伝える技術が世界的に大きく評価されたのです。この機会に、改めて職人さん

のスゴ技に注目してみてください♪
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